

















































































































































ジューナガール併合（1947） 先攻 限定戦争 国外
第一次印パ戦争（1947－48） 後攻 限定戦争 国外
ハイダラーバード併合（1948） 先攻 限定戦争 国外
インド北東部反乱（1956一現代） 後攻 対反乱作戦 国内
ゴア併合（1961） 先攻 限定戦争 国外
印中戦争（1962） 後攻 限定戦争 国内
カッチ湿地国境紛争（1965） 後攻 限定戦争 国内
第二次印パ戦争（1965） 後攻 限定戦争 国外
ナチュラ事件、チョーラ事件（1967） 後攻 限定戦争 国内
毛沢東主義派反乱（1967一現代） 後攻 対反乱作戦 国内
第三次印パ戦争（1971） 先攻 限定戦争 国外
シアチェン氷河国境紛争（1984） 先攻 限定戦争 国内




ブラスタクス演習（1987） 先攻 強制外交 国内
スリランカ介入（1987－90） 先攻 平和執行 国外
モルディブ介入（1988） 後攻 平和執行 国外
カシミールにおける武装蜂起（1989一現代） 後攻 対反乱作戦 国内
1990年危機（1990） 後攻 強制外交 国内
カルギル危機（1999） 後攻 限定戦争 国内
パラカラム作戦（2001－02） 後攻 強制外交 国内
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＊額は1990年を基準にスットクホルム国際平和紛争研究所が独自に算定した米百万ドル単位。
出典：Stockholm　lnternationa1　Peace　Research　lnstitute　database，　Weh　Sott　rce：http；／1www．sipri．
　　org／databases（accessed　on　7　February　2012）・
　図5　露（ソ）・米・イスラエルの対印武器輸出額推移（全体の71％を占める）
れは同盟国ではない両国の関係を考えると異常に多い。また以下の図4及
び図5を見てもわかるとおり、インドが輸入する武器全体の量におけるシ
ェアはそれほど大きくないものの、1990年代半ばより、インドがアメリ
カ及びイスラエルから武器を輸入する量は増加傾向にある。このような良
好な印米関係があるために、特に日本を含むアメリカの同盟国は、インド
の軍事力の近代化を警戒しない理由になっているものと考えられる。
5．「中国のライバル」としてのイメージ
　五つ目は、インドの「中国のライバル」というイメージについてであ
る。このようなイメージは、中国の軍事力の近代化が警戒感をもってみら
れている状況においては、インドの軍事力の近代化への警戒感を弱めてい
るものと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インドは脅威か？（長尾）
　中国は大陸国家であるにもかかわらず、海・空軍力増強に力を入れ、そ
の速度が急速であるが故に、東アジアの軍事バランスに変化が生じる可能
性がでてきている。そのため、軍事バランスの変化を防ぐために、中国周
辺各国もまた海・空軍力の増強を開始している。特に、潜水艦の増強は、
潜水艦が治安維持、災害派遣や人道支援といった戦争以外の任務を実施で
きず、ただ戦争のみを遂行する兵器であるため、アジアの軍拡状況を反映
した象徴的な事例となっている。例えば、日本は2010年、保有する18
隻の潜水艦（訓練用2隻含む）を24隻まで増強する計画（防衛計画の大
綱）を発表した10。ベトナムは2009年、6隻の潜水艦の購入を決め、本
格的な潜水艦部隊を発足させる計画に着手した。マレーシアは2009年に
2隻の潜水艦を購入し、シンガポールも5隻の潜水艦の内、2隻について
新型のものに更新する予定である。インドネシアは現在2隻保有している
潜水艦を、最終的には12隻にする計画を進めているし、フィリピンとタ
イも潜水艦部隊の創設を計画しているll。そしてオーストラリアは2009
年、現在保有する6隻の潜水艦を12隻に増やすことを決めている12。
　インドについては航空母艦3隻や原子力潜水艦4～5隻も含む計画を
進めている。またインドはベトナムの潜水艦部隊創設も支援している13。
このような環境においては、中国周辺の他のアジア諸国にとって、「中国
のライバル」インドの軍事力の近代化は歓迎こそすれ警戒感をもってみる
ような事態ではないものと考えられる。
結
インドの軍事力近代化はなぜ警戒感をもってみられていないのか。イン
ドの政治体制、戦略、軍事的能力、外交、イメージからみてみると、それ
一13一
［論　説］
は自然なことのように思われる。インドは経済的、軍事的に近代化してい
るだけでなく、諸外国から信頼されているといえよう。問題は、インドが
このような「責任ある大国」としての理想的な状態を今後も維持できるか
どうかである。上記五つの要素における過去の経緯を踏まえれば、インド
の信頼できる行動には一貫性があり、インドは今後もこの理想的な状態を
維持し、最終的には国際社会の中でいい意味で「責任ある大国」としての
役割を果たす可能性があると考えられる。
付記
長尾賢：2011年学習院大学大学院政治学研究科より課程博士取得。2012年4月現在海
洋政策研究財団研究員。本稿は2011年9月のインド・ティルパティで行ったシンポジ
ウム“lndia　in　the　Asian　Century：Expectations　and　lmpediments”における発表を元に翻
訳、情報の更新、加筆、修正したものである。
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